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JDKツール群に新たに加わったOracle Java Mission 
Control は、本番稼働時のプロ
ファイリングおよび診断を行う
ツール・スイートです。Java SE 
Development Kit 7, Update 40
（JDK 7u40）より、オラクルの
Java HotSpot VM にバンドルさ
れています。本記事では、Java 
Mission Controlテクノロジーに詳
しく調べる価値がある理由を述べ
たのち、使用を開始するにあたっ
ての指針を提供します。

歴史
JRockit Mission Control はもとも
と、独自仕様の Java 仮想マシン
（JVM）である JRockit の開発活
動の一環として、実行時パフォー
マンスの分析ツールを提供する
目的で開発されました。JRockit
チームは、実際の本番システム
がどのように JRockit を使用して
いるかについて、情報を必要と
していました。しかし、顧客が
機密としているような最新の取引
アプリケーションを社内評価用に

使わせてほしいと依頼したところ
で、当然のことながら、正気を
疑うというようにぼう然と見つめ
られるのが常でした。いずれに
しろ、必要としていたのは実際の
負荷がかかったシステムでの本番
データだったため、顧客のアプ
リケーションを使用できたとして
も、さほど役には立たなかったで
しょう。そのため、JRockit チー
ムでは、本番データを収集するた
めのツール（後に JRockit Flight 
Recorder へと発展する JRockit 
Runtime Analyzer）を構築するこ
とに決めました。オーバーヘッド
を十分に低く抑えたため、実際に
このツールを使用してもらうよう、
顧客を納得させることができまし
た。
そのうち、顧客に生じていたあ

る問題を偶然このツールで解決し
たことで、ツールのライセンス提
供を求める声が顧客から寄せられ
るようになりました。そこで、も
う少しリソースを投入して、開発
コストを収益で賄える商用ツー
ルを構築するという案が持ち上が

り、JRockit Mission Control が誕
生しました。
オラクルは、Sun Microsystems
を買収したことで、市場でもっと
もよく使用されている汎用 JVMの
上位 3製品のうち2つを一気に
所有することになりま
した。1つ（HotSpot 
JVM）はオープン
ソース参照 JVMで
あったため、コード
ベースを知る開発者
も多く、ライセンシ
はHotSpot JVMに基
づく独自バージョンの
JVMを開発していまし
た。もう1つ（JRockit 
JVM）は簡易版であ
るものの、独占所有
権のある製品であり、
コードベースを知る
開発者はごく少数でし
た。オラクルは 2つの JVMをサ
ポートする代わりに、利用できる
リソースを組み合わせてベスト・
オブ・ブリードの JVMを構築し
たいと考えました。Java HotSpot 

VMをベースとして、特に有用な
JRockit 機能をこのベースに移植
することが決定されました。この
機能の 1つが、JRockit Mission 
Control でした。
JDK 7u40では、Java HotSpot 

VM の提供する
Mission Control 機
能がクリティカル・
マスに達したこと
から、Oracle Java 
Mission Control の
最初のバージョン
がリリースされま
した。Oracle Java 
Mission Control に
は、おもに、Java 
Management 
Extensions（JMX）
コンソールとJava 
Flight Recorderとい
う、JRockit Mission 

Control ツールに相当する2つの
要素が含まれます。現時点では、
オンライン・ヒープ・アナライザ
は提供されていません。しかし、
非常に便利（で実験的）な一連

Oracle Java Mission Control を使用した
本番稼働時のプロファイリング
JVM上で稼働するJavaアプリケーションに対する低オーバーヘッドのプロファイリングと診断
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すべてを1か所で
プロファイリング
機能や、より優れ
た診断情報が必
要になった場合、
1か所ですべて
に対応できるの
が、Java Flight 
Recorder です。
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のプラグインが含まれており、ヒープ・
ダンプ分析や各種のオラクル製品を対
象にした分析の機能を追加することや、
既存の機能をより便利に使用できるよう
拡張することができます。

Oracle Java Mission Control の使用開
始
Oracle Java Mission Control の使用
は、非常に簡単に開始できます。最
近の Java SE JDK（7u40 以降）をダ
ウンロードしてインストールした後で、
%JDK_HOME%/bin/jmcを実行するだ
けです。ときどき質問をいただくので意
外に思われる方もいるかもしれません
が、このコマンドで起動されるのはネイ
ティブ・アプリケーションではありませ
ん。Eclipse RCPテクノロジーに基づい
て構築された Javaです。Eclipse IDE の
内部でOracle Java Mission Control を
実行する方が良い場合は、Oracle Java 
Mission Control サイトからダウンロード
した Java Mission Control を Eclipse に
インストールできます。
JMXコンソール：Oracle Java Mission 

Control に含まれるコンソールは、機能
が強化された JConsoleと見なすことが
できます。図 1に示すとおり、さまざ
まな方法で JMXデータを監視し、属性
が一定の値に達した場合にアクションを
実行し、データを保存して後から記録
を参照することができます。コンソール
には、Oracle Coherenceプラグイン、
JConsoleプラグインを実行するための
プラグイン、アクションの起動時にメッ
セージをツイートするためのプラグイン
など、さまざまな実験的プラグインが用
意されています。

コンソールからJVMに接続するため
には、JVMブラウザ・ツリーから接続す
る JVMプロセスを選択して「Start JMX 
Console」を選択します。JVMがロー
カルで起動されているか、または Java 
Discovery Protocol（JDP）を使用して
起動されている場合、JVMプロセスは
自動的に JVMブラウザ・ツリー内に表
示されます。リモートで、JDPを使用
せずに JVMを実行している場合、組込
みの jmxrmi エージェントを通常と同様

に有効化するだけで、JConsole などの
JMXクライアントに接続できます。
コンソールは通常、CPU負荷や Java
ヒープ使用量など、比較的低い頻度で
抽出される少数の重要な属性を監視す
るために使用されます。属性が望ましく
ない値を示した場合にアクションを実行
するよう、コンソールから設定できます。
実行できるアクションには、Java Flight 
Recorder データのダンプなどがありま
す。また、コンソールには、デッドロッ

クの発生しているスレッドやスレッドご
との割当て情報、スレッドごとのプロファ
イリング情報といったスレッド情報を確
認するための特別なタブもあります。そ
うは言うものの、コンソールはランタ
イムを監視するために使用されるもの
です。プロファイリング機能や、より優
れた診断情報が必要になった場合、1
か所ですべてに対応できるのが、Java 
Flight Recorder です。
Java Flight Recorder：Java Flight 

図1
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Recorder は、航空機ではなくJavaラン
タイムを対象としたフライト・データ・
レコーダと見なすことができます。Java 
Flight Recorder の実行中は、JVMおよ
び JVM環境に関する情報が記録されま
す。何らかの「気になる」事象が発生
した場合、Java Flight Recorder内のデー
タをダンプして、正常な状態から「気
になる」状態に突然変わった理由をオ
フラインで分析できます。Java Flight 
Recorder の実行によって JVM内で稼働
する Javaアプリケーションのパフォー
マンスが受ける影響は、ほとんど認識
できないほど小さなものです。通常の
オーバーヘッドは 1%を大きく下回りま
す。このように低いオーバーヘッドを実
現するのは、ランタイムに直接組み込
まれた高パフォーマンスの記録エンジ
ンです。このエンジンは、ランタイムに
よってあらかじめ追跡されているデータ
や、すでに別のアクティビティによって
生成されているデータを収集します（つ

まり、データを収
集するために積
極的な追加処理
を行う必要はあ
りません）。記録
エンジンの実装
に関しては興味
深い事項が多数
ありますが、本
記事は概要記事
であるため、ここ
では Java Flight 
Recorder の使用
法に進みます。

Flight Recorder

記録の作成
JRockitとOracle Java Mission 
Control でのレコーダの動作に関
するもっとも重要な違いは、Java 
HotSpot VMでは、Flight Recorder
記録を作成する JVMに対して、
-XX:+UnlockCommercialFeaturesと
-XX:+FlightRecorderという2つの JVM
起動フラグを有効化する必要があるとい
う点です。
この一文が、おそらくは本記事でもっ

とも重要でしょう。
記録には次の 2つの種類があり、（種
類の異なる）複数の記録を同時に実行
できます。

■■ 時間設定記録：時間設定記録は事
前設定された期間にわたって実行さ
れ、設定期間が終了すると、自動的
に停止します。Oracle Java Mission 
Control から起動された記録が終了す
ると、自動的に記録がダウンロードさ
れ、Java Flight Recorder のユーザー・
インタフェース内に表示されます。

■■ 継続的記録：継続的記録には明示的
な終了時間がないため、エンドユー
ザーがダンプする必要があります。
パラメータを設定した後で実際の記
録を実行する方法には次の 3種類があ
ります。

■■ Oracle Java Mission Control の使用：
この方法はおそらくもっとも簡単であ
り、適切な場所をクリックするだけで
す。

■■ jcmd の使用：これはコマンドライン
からJava Flight Recorder を制御す
る方法であり、対象となる JVMを実
行するマシンにOracle Java Mission 
Control からアクセスできず、シェル

にのみアクセスできる場合に非常に
便利です。

■■ コマンドライン・フラグの使用：この
方法は、常に継続的記録を実行する
場合や、起動した瞬間からJVMの動
作を記録する場合に便利です。
図 2に記録の例をいくつか示します。

Flight Recorder 記録の分析
Flight Recorder 記録には有用な情報が
多数含まれており、以下をはじめとする
さまざまな事項にこの情報を利用でき
ます。

■■ メソッド・プロファイリング：Java 
Flight Recorder は、オーバーヘッド
をごくわずかに抑えつつ、本番システ
ムに対するメソッド・プロファイリン
グを極めて適切に実行します。実際
に、メソッド・プロファイリングは継
続的テンプレートでも有効化されてい
ます。このテンプレートを使用するだ
けで、アプリケーションのどこにホッ
トスポットがあるかが分かります。言
い換えると、CPUがボトルネックとなっ
ている問題がある場合、メソッド・プ
ロファイリング情報を確認すればパ
フォーマンスを上げるために最適化
すべき部分が明らかになります。 

■■ ガベージ・コレクション（GC）プロファ
イリング：GC実装は、ライブ・セッ
トや準参照、GCの一時停止（およ
び個々のフェーズ）などのチェックに
使用できる情報といった、GC関連ア
クティビティに関する有用なイベント
を生成します。GCプロファイリングは、
GCのチューニングやファイナライザ
の使い過ぎの検出などを行うために
非常に有効です。 

■■ 割当てプロファイリング：大量のガ
ベージ・コレクションが見つかるもの
の、個々のGCフェーズに変わった点
は見当たらない場合、割当て量を少
し減らした方が良いかもしれません。
割当てプロファイリングを使用すると、
それぞれの割当てアクティビティがメ
モリ・システムに負荷をかけている部
分を確認できます。 

■■ Oracle WebLogic Server の分析：
Oracle WebLogic Server は Java 
Flight Recorder に対して独自のイベ
ント・セットを生成します。これらの
イベント・セットだけでも大いに有益
ですが、記録されたその他すべての
情報を1つのコンテキストとしてまと
めて、たとえばトランザクション中に
実際に起きていたことを確認するた
めに役立てることができます。Java 
Flight Recorder の操作セット機能に
関するこちらの記事で、いくつかの機
能を紹介しています。 

■■ 待機時間プロファイリング：Java 
Flight Recorder は、モニター開始の
ブロックや一時停止、待機などを引き
起こす可能性のある各種のスレッド停
止アクティビティに対して、さまざま
なイベントを提供しています。待機時
間プロファイリングは、一般に、CPU
にはボトルネックとなるような問題が
ないにもかかわらず、パフォーマンス
の問題がある場合に最初に確認すべ
き項目です。 

■■ OS 情報：オペレーティング・システ
ムの情報には、CPU負荷や JVMの
CPU負荷、環境変数、実行中プロセ
スなど、さまざまな情報があります。
探している情報がまだ見つかっていな
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なすことができ
ます。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
https://www.facebook.com/JavaMagazineOracle
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US@ORACLE.COM?subject=
http://hirt.se/blog/?p=364
http://hirt.se/blog/?p=381
http://hirt.se/blog/?p=438


ORACLE.COM/JAVAMAGAZINE  /////////////////////////////  JULY/AUGUST 2014

JA
VA
 T
EC
H

40

CO
M
M
U
N
IT
Y

JA
VA
 IN
 A
CT
IO
N

AB
O
U
T 
U
S

blog

//enterprise java / 

い場合、Oracle Java Mission Control
に含まれるDTraceプラグインを使用
すると、ずっと知りたかったものの質
問するのもためらわれていたような
情報をすべて取得できます。ただし、
DTrace の使用によるオーバーヘッド
は、ごくわずかな調査であっても、通
常、Java Flight Recorder の使用によ

るオーバーヘッドよりも2桁以上大き
くなるため、慎重に使用する必要が
あります。 
JVMに組み込まれたイベント・プロ
バイダから提供される、クラス・ロード・
イベントやコンパイラ・イベントなどの
非常に多くの情報を利用できます。利用
できる情報についてさらに知る方法の 1

つは、記録に含まれるメタデータを詳し
く調べることです。

まとめ
JDK 7u40 以降には、新しいツール・
スイートであるOracle Java Mission 
Control がバンドルされています。この
スイートはおもに、本番稼働時のプロ

ファイリングと診断に焦点を当てていま
す。  
そのため、観察者効果が非常に低く抑
えられており、結果として、プロファイリ
ング対象アプリケーションの動作を極め
て正確に反映したデータを収集できま
す。言い換えると、プロファイラ自体の
プロファイルではなく、アプリケーショ
ンとランタイムのプロファイリングにほ
とんどの時間が費やされます。 
Oracle Java Mission Control のおもな
対象は本番システムですが、開発作業
にも大いに役立つと考えられます。しか
も開発期間中は、標準のOracle バイナ
リ・コード・ライセンス（BCL）に従っ
て無料で Java Mission Control を使用
できます。</article>
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